
 

 

 

 

 

桜山に墓のある六代御前は 

いつどこで処刑されたのか 

平維
これ

盛
もり

の子、六代
ろくだい

御前
ご ぜ ん

（三位 

の禅師）の処刑地、処刑年について 

は古来諸説あり、どの説も史実とし 

て立証される証拠はない。しかしな 

がら、逗子には六代御前に関する数 

多くの伝承が語り継がれ、六代の死 

を悼む人々の気持ちが今に続き、 

川岸の丘の上には六代御前の墓と伝 

えられる碑が祀
まつ

られている。 

 

六代御前の最期、命日諸説 

  平家興隆の基を築いた平正盛から数えて六代目

の嫡孫ということで、六代御前（三位の禅師・妙

覚）と呼ばれ神武寺が別当寺となる。 

  土地の人々は 7 月 26 日を命日とし、当日は護

摩供養・平曲（平家琵琶）奉納などが行われる。 

 

 

 

 

●『鎌倉年代記裏書』 

建久 9 年（1198 年）2 月 5 日 

検非違使
け び い し

、安部資兼
あ べ す け か ね

が「小松
こ ま つ

六代房
ろくだいぼう

」を捕えて

関東に送り、「多古江
た ご え

」で首を刎
は

ねたとある。 

 ●『平家物語 延慶
えんぎょう

本巻一二』 

  正治元年（1199 年）2 月 5 日 

  源頼朝の死（1199 年 1 月）後、駿河の千本松

原で斬られたとしている。 

 ●『参考源平盛衰記』処引『禰
ね

寝
じめ

氏
し

家譜』 

  建仁 3 年（1203 年）11 月 27 日 

  六代が田越川で誅
ちゅう

された。 

 

他、諸説あり 

参考『相模三浦一族とその周辺史』P288 ｽ 鈴木かほる著 

『平家物語全注訳 下巻 2』913 ﾄ 3-2 富倉徳次郎著 
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レファレンス事例 No.5 

 

 

 

 

平家
へ い け

の末裔
まつえい

六代
ろくだい

御前
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六代御前の墓（『三浦半島の史跡と伝説』松浦豊著より） 
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【平氏略系図】 

平 正盛 ― 忠盛 ― 清盛 

 ― 重盛 ― 維盛 ― 六代御前 
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資料紹介  

逗子市立図書館の検索結果の一部をご紹介します。 

本の情報 場所 請求記号 

『文化財散歩－ふるさと・逗子－』  

逗子市教育委員会編集 逗子市教育委員会 1984 

※ｐ58-60 「六代御前が処刑されたのは、正治元年

(1199）のことであると伝えています。」 

1 階児童コーナー 

2 階 

郷土資料コーナー 

※書庫・小坪にもあり 

P 70 ｽﾞ 

ZB70.Z ｽﾞ 

P 709 ｽﾞ 

709 ｽﾞ 

『三浦半島の史跡みち－逗子・葉山・横須賀・三浦－ 』 

鈴木かほる著 かまくら春秋社 2007 

※ｐ25-26 「六代御前の墓」処刑された年次について頼

朝生存中と死後の 2 説あり。 

2 階 

郷土資料コーナー 

※小坪・沼間にもあり 

P 291.3 ｽ 

Z 29.B ｽ 

291.3 ｽ 

『逗子市史 資料編 １ 古代．中世．近世１ 』  

逗子市 1985 

※ｐ41-43 ①建久 9年 2月田越川畔で斬られた説『補遺

史料１』 ②長門本『平家物語]駿河国千本松原で誅され

た。 ③源平盛衰記文治元年 12 月 17 日…と記載。 

2 階 

郷土資料コーナー 

カウンター 

※小坪・沼間にもあり 

 

Z 21.Z ｽﾞ １ 

 

213.7 ｽﾞ 1 

『逗子町誌 改訂 』 

改訂逗子町誌刊行会編纂 逗子市 1974 

※ｐ78-87 六代に関する文献の抄出。六代御前墓の記

念碑の文中に「建仁 3年 11月 27日 当所に於いて斬ら

しむ時に禅師歳 30 なりしと言う」と記載。 

２階 

郷土資料コーナー 

カウンター 

※書庫・小坪・沼間

にもあり 

 

P 213.7 ｶ 

 

Z 29.Z ｽﾞ 

『神奈川県三浦郡志 』 

神奈川県三浦郡教育会編纂 千秋社 1996 

※ｐ109 「正治元年岡部権頭安綱に命じ田越川畔に斬

らしむ。時に禅師三二歳なりと云う。」 

２階 

郷土資料コーナー 

 

 

P 291.3 ｶ 

 

Z 29.B ｶ 

『逗子市史 別編 １ 民俗編 』  

逗子市 1987 

２階 

郷土資料コーナー 

Z 21.Z 1-1 

 

※ｐ237-238 土地の人は 7 月 26 日を命日として今も祭

りを怠らない。六代御前に関わる逗子の習俗が記載。口

絵に六代様のオオキを持ち帰る人の写真もあり。 

２階 

カウンター 

※小坪・沼間にもあり 

213.7 ｽﾞ  

3-1-1 

『逗子郷土史ノート－合冊－ 』 

考える市民の会編集 考える市民の会 1973 

 ※下桜山のむかし聞き書きー六代御前の処刑場の変遷

についての記述あり。 

 

2 階 

郷土資料コーナー 

 

Z 38.Z ｽﾞ 

『手帳 ［１］（第１冊～第３０冊） 』 

手帳の会編集 手帳の会 1979 

※ｐ65-80 

六代手向草。各文献の六代の最後を紹介。 

2 階 

郷土資料コーナー 

※書庫にもあり 

 

Z 05.Z ﾃ 1 

『平家後抄－落日後の平家－下』 

 角田文衛〔著〕 講談社 2000 

 ※ｐ117-122 諸伝のうち平家物語を中心に六代の最後と

処刑地の解説あり。 

 

書庫 

 

288 ﾂ 2 

『手帳 １７０号 』 

手帳の会編集 手帳の会 2002 

※ｐ18-25  六代御前塚墓の伝承聞書。処刑場、祭、芝

居、田越川、墳墓保存修理運動についての記述。写真、

図版あり。 

 

 

書庫 

 

 

Z 05.Z ﾃ 02 

『逗子懐古－伝説と歴史の狭間で－』 

 内田武雄著 手帳の会 1984 

 ※ｐ27-30 六代御前の最期についての記述あり。 

１F 

児童コーナー 

※書庫にもあり 

P 29 ｳ 

P 213.7 ｳ 

Z 21.Z ｳ 

『逗子広報 １９６９－１９７３』 

 逗子市企画調整室広報課編集 逗子市 1969-1973 

 ※No.158 郷土人物風土記～六代御前が、田越河原で 

処刑された経緯、処刑地の諸説の解説。 

 

 

書庫 

 

 

ZG 31.Z ｺ 69 

このほかの六代御前関係の資料はカウンターでおたずねください。 


